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犬のふんの後始末を！動物のふん・尿の適正処理は埼玉県条例により、
飼い主に義務づけられています。散歩の際には必ず持ち帰りましょう！

環境立市 ちちぶ
　

秩
父
市
環
境
市
民
会
議
（
ち
ち
ぶ
エ
コ
会
議
）
で
は
、

秩
父
地
区
社
会
科
展
覧
会
に
出
展
さ
れ
た
小
中
学
生
の

作
品
の
中
か
ら
、
環
境
分
野
で
優
秀
な
研
究
に
「
環
境

賞
」
を
授
与
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
受
賞
作
品
の
中
か

ら
発
表
作
品
を
選
び
、
受
賞
者
本
人
に
よ
る
発
表
会
を

開
催
す
る
と
と
も
に
、
全
作
品
の
展
示
も
行
い
ま
す
。

　

発
表
会
や
展
示
作
品
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
子
ど
も
た

ち
の
研
究
成
果
に
触
れ
る
こ
と
で
、
環
境
問
題
へ
の
認

識
を
深
め
、
一
人
ひ
と
り
の
環
境
に
対
す
る
取
り
組
み

の
契
機
に
し
ま
し
ょ
う
！

●
作
品
展
示

と　

き　

１
月
20
日
㈫
〜
26
日
㈪

　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

と
こ
ろ　

歴
史
文
化
伝
承
館
内（
２
階
ホ
ー
ル
前
ほ
か
）

●
発
表
会

と　

き　

２
月
１
日
㈰
午
前
９
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

影
森
公
民
館

※ 

発
表
会
で
は
、
秩
父
農
工
科
学
高
校
農
業
科
３
年
生

の
黒
沢
俊
徳
さ
ん
と
井
隝
司
さ
ん
に
よ
る
「
農
業
へ

の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
と
地
域
活
性
化
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
発
表
も
行
い
ま
す
。

１
環
境
立
市
推
進
課
☎
22

－

２
３
７
８

捨
て
な
い
で
！

使
用
済
み
て
ん
ぷ
ら
油

〜
１
ℓ
１
円
で
買
い
取
り
ま
す
〜

　

市
で
は
、
水
質
保
全
や
リ
サ
イ
ク
ル

意
識
の
高
揚
、
ご
み
の
減
量
化
を
目
的

に
、
家
庭
か
ら
出
る
使
用
済
み
て
ん
ぷ

ら
油
や
賞
味
期
限
切
れ
の
油
を
回
収
す

る
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

回
収
し
た
油
は
、
環
境
に
や
さ
し
い

バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
（
Ｂ
Ｄ
Ｆ
）

と
し
て
再
生
さ
せ
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン

ジ
ン
の
公
用
車
や
発
電
機
用
の
燃
料
と

し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。

回
収
方
法　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
の
容
器
に

入
れ
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

回
収
場
所　

環
境
立
市
推
進
課
（
歴
史
文

化
伝
承
館
３
階
）、
吉
田
・
大
滝
・
荒

川
総
合
支
所
、
吉
田
元
気
村
（
☎
78

－

０
５
０
０
）

１
環
境
立
市
推
進
課
☎
22

－

２
３
７
８

「環境賞」表彰作品

発
表
作
品

氏　名 学校名 学年 作　品　名

小
こ

池
いけ

　美
み

優
ゆ

さん 花の木小 ２年 リサイクル　エコってなあに？

黒
くろさわ

澤　実
み

桜
お

さん 西小 ４年 カン・びん・ペットボトルのリサイ
クル

稲
いな

葉
ば

　理
さと

志
し

さん 南小 ５年
公共交通機関を軸としたまちづくり
の研究～「コンパクトシティ・ちち
ぶ」を目指して～

根
ね

岸
ぎし

　莉
り

菜
な

さん 西小 ６年 リサイクルでエコ

江
え だ

田　岳
がく

人
と

さん 影森小 ６年 水・暮らしを支える大切な資源

町
まち

田
だ

　幸
さち

子
こ

さん 横瀬小 ６年 秩父四ダム巡り

展
示
作
品

山
やまなか

中　愛
あい

理
り

さん 花の木小 １年 ぎゅうにゅうパックのさいりよう

山
やまなか

中　煌
こう

己
き

さん 花の木小 ３年 秩父市にあるダムを調べて

出
いでうら

浦　優
ゆ

実
み

さん 両神小 ４年 地球を大切に　車と環境

萩
はぎわら

原　翼
たすく

さん 西小 ６年 妙見七つ井戸

新
あら

井
い

　孝
たか

明
あき

さん 秩父二中 ２年 秩父４ダムと八ツ場ダム調べ

大
おおしま

島　嘉
よし

乃
の

さん 高篠中 ２年 ゴミと私たちの生活

※発表作品も含めて全作品を展示します。

ち
ち
ぶ
エ
コ
会
議
「
環
境
賞
」

発
表
会
を
開
催
！

　冬になると、夕食の準備や暖房器具を使
うなど、夕方以降一斉に電化製品のスイッ
チを入れることが多くなり、電気の使用量
が増えてしまう傾向があります。
　そこで、家族みんなで一つの部屋に集ま
り暖をとったり、お風呂は続けて入るよう
にすると効率的です。
　特に、消費電力の中でも照明の割合が高
いので、不要な照明をできるだけ消して、
早めに就寝するように心がけましょう。
　今年の冬はライフスタイルを見直して、
できそうなことから省エネに取り組んでみ
ましょう。

夕方のライフスタイルを工夫すると節電になります
家庭で取り組む冬の節電メニュー（抜粋版）

節電メニュー

節電効率（削減率）

エアコンを使
用している場
合

ガス・ストー
ブ等を使用し
ている場合

エアコン
○重ね着などをして、室温20℃を心がけましょう。
※右の節電効率は設定温度を２℃下げた場合 ７％

○窓には厚手のカーテンを掛けましょう。 １％

照明 ○不要な照明をできるだけ消しましょう。 ４％ ６％

冷蔵庫

○冷蔵庫の設定を「弱」に変えましょう。

１％ ２％○扉を開ける時間をできるだけ減らしましょう。

○食品を詰め込みすぎないようにしましょう。

《出典》経済産業省「冬季の節電メニュー（家庭用）」

STOP!


